
Hevajratantra に 見 られ る

mantra に つい て

頼 富 本 宏

実 在 の 世界 に速 か に参 入 す る こと を その 究 極 目的 とす る密 教 の聖 典 ・論 書 にお

い て, mantra の果 た す 役 割 を無 視 す る こ とは で き な い。 伝 統 的 表 現 で は, 密 教

の 実 践 修 行 は 身 ・口 ・意 の三 密 行 か ら な る と言 わ れ, その うち 言語 的 な面 で実 在

と 現 象 の相 即 を保 証 す る のが, mantra, も し くは dharani で あ る。

と こ ろで, 一 口に密 教 と言 つ て も, 独 自の 歴史 的発 展 の過 程 を経 てお り, 各 段

階 で使 用 され る用 語 の 意味 内容 も決 して 同一 で は ない。mantra を例 に と つ て も,

carya, yoga 階梯 の tantra で用 い られ る mantra の 意味 や役 割 と, Hinduism の

影 響 が 色 濃 い anuttarayoga 階 梯 の tantra にお け る mantra の形 態 や 役 割 に は

幾 分 相 違 が あ る こ とは否 め な い。

本 論 で 取 り上 げ る Hevajra-tantra1)(HV)は, 無 上喩 伽 タ ン トラの母 タ ン トラ

に 属 す る重 要 聖 典 で あ る。HVに は 相 当数 の mantra が 認 め られ るが, その 大 部

分 が 第 一 儀軌 (Prathama-kalpa) の 第 二 品 Mantra-patala に収 録 さ れ て い る。 同

品 は, 大 別 して二 つ の部 分 か ら な り, 前 半 部 で は19種 類 の重 要 な mantra が そ

の 名 称 と と もに 列挙 され て い る。 一 方, 後 半 部 は儀軌 的 要 素 を持 ち, 雨 を降 らす

mantra, 敵 軍 を 撃破 す る mantra な ど が詳 しい 修 法 と と もに説 かれ て い る。 した

が っ て, 民 俗 学 的 も し くは文 化 史 的 に はむ しろ後 半 部 の 方 に興 味 深 い点 が多 い が,

逆 に教 理 的 な色 彩 は希 薄 で あ る。 そ こで, 本 論 で は, 前 半 部 の mantra の 申で,

と くに bali-mantra と五 仏 の bija-mantra を取 り出 して, その 形 態 に注 目 し, そ

れ らがHVの 主 要 教 義, す な わ ち五 仏 や 四歓喜 の思 想 とい か な る関 連 を 持 つ て

い るか とい うこ とを 検討 して ゆ き た い。

と こ ろで, HVに 限 らず, い ず れ の密 教 聖 典 につ い て も言 え る こと で あ る が,

神 聖 な言 葉 で あ る mantra や dharapi は, それ を 唱 え るだ け で十 分 で あ り, 煩

項 な説 明 や 解釈 を加 え な い の が通 常 で あ る。 修 行 者 は それ を 分析 ・吟 味 す る こと

に よ つ て で は な く, ひた す らそ れ を諦 持 し, 禅 定 に没 頭 す る こ と に よつ て の み仏

1) D. L. Snellgrove: The Hevajra Tantra, A Critical Study, 2 vols., London, 1959.
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Hevalratantra に見 られ る mantra について (頼 富) (51)

と な る こ とが で き る か らで あ る。 それ ゆ え, あ え て mantra, dharani か ら教 義

的 ・思 想 的 な もの を読 み 取 ろ うとすれ ば, 何 らか の 補 助 手段 を必 要 とす る。

HVの mantra を考 察 す る場 合, そ の理 解 を助 け る二種 の方 法 が あ る。 第 一 は, 

同 じHVの 第 二儀 軌 (Dvitiya-kalpa) の 第 九 品 Mantroddhara-patala で あ る。 こ

こで は Mantra-patala 前 半 部 の19 mantra の うち, 17の mantra が 個 々 の 文 字

に分 解 され, yogin が誤 つ て記 憶 す る こ との ない よ う便 宜 が図 られ て い る2)。

次 に補 助 手 段 と な るの は, HVに 対す る註 釈 書 群 で あ る。 般 若 ・母 タ ン トラの

中心 聖 典 で あ るHVに は 多 数 の註 疏 が残 され てい るが, 本 論 で 依 用 し た もの の

名 称 ・略 号 ・作 者 ・北 京番 号 を列 挙 す る と次 の ご と くで あ る(以 下略号 を用 いる)。

これ ら二 種 の補 助 手 段 と, さ ら にHVに も とず い て後 代 に作 成 され た sadha-

namala (SM)3), Nispannayogavali (NY)4)な ど の sadhana-sarpgraha を参 考 に

して論 を進 め て ゆ く こと とす る。

(1) Sarvabhautikabalimantrah/

OM akaro mukham sarvadharmanam adyanutpannatvat

〔表1〕

略号 註釈書名 作 者 北京番号

PA Hevajra-pindartha-tika Vajragarbha No. 2310

PM Heva jra-tantra-pan jika Padmini Saroruhava jra No. 2311

VV Srihevajrasya vyakhya-vivarana Bhavabhatta No. 2312

YR Yogaratnamala-nama-heva jra-pan jika Krsna No. 2313

SS Srihevajra-tantraraja-tika

Suvisuddhasamputa Tankadasa No. 2314

VP Va jrapadasara-samgraha-pan jika Naropa No. 2316

SN Heva jra-nama-mahatantrara ja-

dvikalpamaya-pan jika Smrtinipada Krsna No. 2317

MV Sriheva jra-pan jika Muktikavali Ratnakarasanti No. 2319

NV Sriheva jra-mahatantrara jasya

pan jika Netravibhanga Dharmakirti No. 2320

2) こ の よ うな mantra の記 憶 法 に つ い て は以 下 の 論 考 が あ る。

B. Bhattacharyya: An Introduction to Buddhist Esoterism, Calcutta, 1932, pp. 55-61.

酒 井 紫 朗: 真 言 (mantra) の記 憶 詩 に つい て, 密 教 文化31, pp. 1～8.

3) B. Bhattacharyya: Sadhanamala, 2 vols, G. O. S. Nos. 26. 41, Baroda, 1925-28.
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(52) Hevajratantra に見 られ る mantra につい て (頼 富)

OM AH HUM PRAT SVAHA/

これ は一 切 の精 霊 (bhautika, hbyun-po) に供 物 (bali) を 供 養 す る mantra で あ

るが, 同 じ mantra がHVの 第 二 儀 軌 の 第 四 品 Hevajrasarvatantramudrapa-

pindartha-patala に次 の よ うに説 か れ て い る。

「EVAMの 字 に安住 してい る金剛薩垣 (Vajrasattva) は有情 の生命 を障碍や困難か ら守

るために, 供物 を (精霊達 に) 与 えるべ きであ る。

オーン, A字 は一切諸法の門であ る。本来不生であるか ら。オ ーン, ア ーク, フーン,

パ ット, ス ヴァーハー」5)

す な わ ち, この mantra を諦 す る こと に よ り, す べ て の bhautika に 供養 す れ

ば, あ ら ゆ る障 碍 か ら免 か れ, 速 か に悉 地 (siddhi) を得 る こ とが で き るの で あ る。

bali-mantra に は他 に もい くつ か の種 類 が あ る が, この mantra は 相 当 普 及 し て

い た と考 え られ, SMに も同様 の用 例 が認 め られ る6)。

mantra の 内容 で あ る阿字 門 本 不 生 とい う表 現 は,「 大 品 般 若 経 」広 乗 品7),「 大

日経 」 具 縁 品8)に 見 られ, また類 似 した表 現 は, Kamalasila の Bhavanakrama 初

篇 に Buddhasarpgiti の 言葉 と し て 引 用 さ れ て い る9)。 と くに, mantra 前 半 部

(akaro mukham sarvadharmapam adyanutpannatvat) は, HVの 他 の 真 nantra と は

異 な つ て教 義 的 色 彩 の強 い 表 現 で あ り, 各 註 釈 書 と も, それ ぞ れ の 立 場 か ら説 明

を加 え てい る。 なか で も, Ratnakarasanti のMVが 無 相 唯識 の立 場 か ら10), ま

た Dharmakirti のNVが 簡 単 な推 論式 を用 い てい る点11)が 目を ひ く。

後 半 部 分 のOM AH HOM PHAT SVAHAに つい て言 えぱ, 各語 と も一 般 に

見 られ る bija-mantra で あ る。 と く にOM AH HUMの 三 字 は 同 じ Mantra-

patala に,

kayavakcittadhisthanamantrah/OM AH HUM/12)と あ る よ うに, 身 ・口 ・意 の

4) ditto: Nispannayogavali of Mahapapdita Abhayakaragupta, G. O. S. No. 109,

Baroda, 1949.

5) D. L. Snellgrove: op. cit, part II, p. 74.
6) B. Bhattacharyya: Sadhanamala, vol. 1, p. 448.
7) 大 正 蔵, vol. 8, 256-a.

8) ibid., vol. 18, 10-a-
9) G. Tucci: Minor Buddhist Texts, vol. 2, Roma, 19, p. 199. punar atraivoktam/

akaramukhah sarvadharmas cyutyutpattivigatah/

10) ILIP, J, vol. 54, 85-2-2-8.
11) ibid., 119-4-1-2.

12) D. L. Snellgrove: op. cit, p. 6.
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Hevajratantra に見 られ る mantra について (頼 富) (53)

三 密 を加 持 (adhisthana) す る mantra で あ る。 この mantra は, 父 タ ン トラで あ

る Guhyasamaja-tantra (GS) の重 要 教 義 で あ り, 後 述 の五 仏 の bija-mantra に も

少 な か らぬ影 響 を与 え, 無 上 喩 伽 密 教 全 般 を 通 じて広 く用 い られ てい る13)。

語 末 のPHAT, SVAHAは, それ ぞれ 破 擢, 成 就 の mantra と して 知 られ て い

るが, 五 字全 体 の mantra は余 り用 例 を 見 ず, HV独 特 の も の と 推 測 され る。

SSはPHATとSVAHAを prajha と upaya の二 大 原 理 に 配 し て い る14)。以

上 の よ うに, 元 来 教 義 的 な 用 語 が bali-mantra に な つ た に つ い て は, 密 教 が そ の

修 行 法 にお い て, 教 理 を次 第 に行 法 化 して い つ た, い わ ゆ る 「儀 軌 化 」 の 一面 を

想 起 す る ことが で き よ う。

(2) tathagatanam bijam/ BUM AM JRIM KHAM HUM/

Mantra-patala の mantra の 中 で, 最 も特 徴 的 か つ 複 雑 なの は, 諸 如来 の 種 子

(bija) で あ る。 諸 如 来 と は, Vairocana (大 日), Ratnasambhava, (宝生), Amita-

bha (阿弥陀), Amoghasiddhi (不空成就), Aksobhya (阿閤) の五 仏 を指 す。

と こ ろが, この五 仏 の種 子 の表 記 に少 なか らぬ 問 題 点 が あ る。 次 に Skt. 写 本,

Tib. 訳 お よ び各 註 釈 書 に見 られ る五 仏種 子 を対 照 す る と表2の よ うにな る。

表 中 の Aksobhya のHOM, Amoghasiddhi のKHAMに 関 して は ま つた く問1

題 は な い。 次 に Ratnasambhava に つ い て は, skt. 資 料 は す べ てA.Mを 示 し,

またTib. 資 料 は お お む ねAMを 支 持 す る。Amitabha に は一 部 に, そ して Vai-

rocana に は か な りの不 統 一 が 認 め られ る。

この 問題 に解 決 を与 え るの が, Mantroddhara-patala の mantra 解 釈 で あ る。

そ こに は五 仏 の bija-mantra の説 明 は存 在 し な い が, 五 仏 の bija の す べ て が二

HVの 七 種 法 (starnbhana, vasya, uccatana, vidvesana, abhicaruka, akarsana, marapa)

の mantra に組 み込 まれ てい る ので, それ よ り五 仏 種 子 の完 全 な形 を 復 元 で き る。

い ま, Ratnasambhava の種 子 に関 連 して vasya の mantra 解 釈 を 例 に と る。

「最初に文字の主(OM)を 置 き, 次いで空行明妃 (Khecari), そ してsVAHAを 最後

に付すな らば, 諸仏 さえ 自在にできるであろ う」21)

紙 面 の都 合 で詳 細 に論 じ られ ない が, Mantra-patala の,

yogininambijam/A, A, I, I, U, U, R, R, L, L, E, AI, O, AU, AM, AH/と.

い う mantra と Mantroddhara-patala の 記 述 か ら, HVで は各 母 音 (ali) が15晦

妃 (yogini) に配 され て い る ことが 知 られ る (表3)。

13) A. Bharati: The Tantric Tradition, pp. 132-133.

14) 北 京 版, vol. 53, 167-1-2.
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した が つ て 先 の 文 か ら再 構 成 され る mantra は,

OM AM SVAHA/

と な り, Ratnasambhava の bija はAMで あ る こ とが証 明 され る。 同様 に Vai-

〔表2〕

Vairocana Ratnasambhava Amitabha Amoghasiddhi Aksobhya

HV (Skt-a)15) BUM AM JIM KHAM HUM

HV (Skt-b)16) BUY AM JRIM KHAM HUM

HV (Skt-c)17) BRUM AM JRIM KHAM HUM

HV (Skt-d)18) BUM AM JRIM KHAM HUM

HV(Tib-Nar.) BRUM AM JRIM KHAM HUM

HV(Tib-Pek.) BRUM AM JRAM KHAM HUM

TA, BUM AM JRIM KHAM HUM

VV BHRUM AM JRIM KHAM HUM

SS BHRUM AM JRIM KHAM HUM

VP OM AM HRIH KHAM HUM

SN BRUM

MV BRUM AM JRIM KHAM HUM
Man juva jra-

mandala19)
BUM AM HRIM KHAM HUM

Cakrasamvara-
tantra20)

BHRUM AM JRIM KHAM HUM

〔表3〕

a. Nairatmya, a. Vajra, i. Gauri, i, Vari

u. Vajradakini, u. Pukkasi, r. Savari, r. Candali,

1. Dombini, I. Gauri, e. Cauri, ai. Vettali,

o. Ghasmari, au. Bhucari, am. Khecari.

15) G. Tucci 氏 所有 の Skt. MS.

16) Carnbridge Universitty Library 所 有 の Skt. MS.

17) Asiatic Society of Bengal 所 有 の Skt. MS.

18) 京大 所有 の Skt. MS.

19) B. Bhattacharyya: Nispannayogavali, p. 4.
20) Kazi Dawa-samdup: Shrichakrasambhara Tantra, Tantrik Texts, vol. 7, Cal-

cutta, 1919, p. 50.
こ こで は五 智 (panca-jnana) に配 され てい るが, 五 智 は五 仏 に包 括 され る。
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rocana に はBUMが, Amitabha にはJRIMが bija と して確 定 され る。

この よ うに, HVの 五 仏 の bija-mantra が 明 らか と な つた が, 先 述 の表2か ら

以 下 の諸 点 が注 意 され ね ば な ら ない。 まず 第 一に, Vairocana の bija が 安 定 性

を欠 い て い る点 で あ る。HVが 本 来 的 に はBUMを 説 い て い る に もか か わ らず,

チ ベ ッ ト資 料 は ほ とん どがBRUMも し くはBHRUMを 支 持 して い る。

さ らに留 意 され るべ き は, 註 釈 の一 つで あ る Naropa のVPの 説 で あ る。VP

は Molatantra (HV) の主 張 に相 違 して, Vairocana にOM, Amitabha にHRIH

を あ て る説 を 採 用 して い る23)。 これ は, HVの 五 仏 種 子 説 と平 行 して, 別 の有 力

な五 仏 種 子 説 が 存在 して いた 事 実 を 示 唆 す る と考 え られ る。

そ こでHV以 外 の五 仏 種 子 説 を可 能 な限 り収 集 す る と次表 の ごと くで あ る。

〔表4〕

Vairocana Ratnasambhava Amitabha Amoghasiddhi Aksobhya

略 出念 諦 経24)・

二 巻 本教 王 経25)
VAM TRAH HRIH AH HUM

諸仏境界摂真実経26) OM JA HO SA HUM

Vajrasanabhattara-
kasadhana27) OM TRAH HRIM KHAM HUM

Pra jnaparamitasa-
dhana28) OM TRAM HRIH KHAM HUM

Pancakara29) OM TRAM HRIH KHAM HUM

Adikarmapradipa30) OM TRAM HRIH KHAM HUM

Pindikrtasadhana31) OM SVA AH HA HUM

21) D. L. Snellgrove: op. cit, p. 92.

22) ibid., p. 6.

23) 北 京 版, vol. 54. 9-1-6-7.

24) 大 正 蔵, vol. 18, 242-b.

25) ibid., 317-b-
26) ibid., 275-c-276-a.

27) B. Bhattacharyya: Sadhanamala, vol. 1, p. 18.
28) ibid., p. 322.
29) H. P. Sastri: Advayavajrasamgraha, G.O.S. No. 40, Baroda, p.41. 同 じ著 者

の Kudrstinirghatana に も同様 に見解 が認 め られ る。ibid, p.5.

30) Louis de la Vallee Poussin: Bouddhisme, Etudes et Materiaux, London, 1898,

p. 198.
31) ditto; Etudes et textes tantriques, Paficakrama, Gand, 1896, p. 4.
32) D. L. Snellgrove: op. cit, p. 92.
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上 記 の表 中, 日本 密 教 で 最 も諦 持 さ れ た の は, 金 剛 智 訳 の 「略 出 念 諦 経 」,

不 空 訳 の 「二 巻 本 教 王 経 」 に説 か れ て い る バ ン(VAM), ウ ン(HOM), タ ラ ク

(TRAH), キ ク リ(HRiH), ア ク(AH)の い わ ゆ る金 剛界 五 仏 種 子 説 で あ る。

と ころ が, この 説 は 後 代 の イ ン ド密 教 の資 料 に は ほ とん ど見 られず, む しろ表

4に あ げ た Advayavajra の Pahcakara の説 が一 般 に流 布 してい た。 す な わ ち,

vairocalla にOMを, Amoghasiddhi にKHAMを 配 す る。Ratnasambhava は

TRAMと visarga か ら anusvara に変 化 す る。 後 者 の 説 の 方 が 有 力 で あ つ た こと

は, 各 種 の sadhana に散 見 され る五 仏 の種 子 が 多 くこの形 態 を と り, 加 え てHV

の 註 疏 で あ るVPで さえ, Ratnasambhava の種 子 をAMと す るHVの 説 に 従

い な が ら も, Vairocana と Amitabha に つ い て は, それ ぞ れOM, HRIHと い う

HVと は異 なつ た種 子 に依 つ てい た事 実 か ら も容 易 に窺 う こ とが で き る。

現 在 の と ころ で は, Samvara 系 タ ン トラを始 め, 他 の 母 タ ン トラ を 十 分 に 検

証 す る に は到 らず, わ ず か に Cakrasamvara-tantra の チ ベ ッ ト訳 か らHVと 同

系 統 の 五仏 種 子 を見 出 し得 るだ けの 段 階 で あ るの で, HVの 説 を母 タ ン トラ全 体

に敷 衛 す る こ とは で き な い。 しか し, 正 確 を保 た れ るべ き bija-mantra で あ る に

もか か わ らず, す で にHV自 身 の 中 で Vairocana にOM字 を あ て た り32), か

つ 上 述 の よ うに註釈 書 間 で不 統 一 を示 してい る こ とか ら考慮 す る と, この五 仏 種

子 説 の影 響 力 に疑 問 を 抱 か ざ るを得 ない。

さ ら に, 五 仏 に関 して 言 え ば, 無 上 喩 伽 タ ン トラで Aksobhya が 最 高 位 を 占 め

た の は, 一 つ には dvesa-kula を代 表 す る仏格 で あ り, 無 上 喩 伽 タ ン トラ の 主 尊

の 多 くが 葱 怒 尊 で あ る こ とに もとず くので あ ろ うが, 上 に論 じた五 仏 種 子 説 か ら

判 断 す る な らば, bija の 安定 を欠 く Vairocana には, す で に carya, yoga 階梯

の tantra の それ の よ うな 卓 越 した 力 は な く, 逆 に まつ た くHUMで 統 一 され た

Aksobhya が 五 仏 の 中 で 次第 に'優勢 と なつ て ゆ く有就様 も十 分 に理 解 され る。

五 仏種 子 説 に は, この他 に も表4で 触 れ た Pindikrtasadhana の 説 が あ り, GS

系 タ ン トラのOM AH HUMの 三 密 加 持 の mantra と一 体 とな つ て, チ ベ ッ ト

仏 教, と りわ け Dge-lugs-pa な ど で重 視 され た が, これ らの 問題 に つい て は別 稿

を 期 した い。 とあれ, この よ うな bali-mantra や bija-mantra の形 態 か ら もタ ン

添 ラ仏 教 の本 質 とそ の変 遷 の一 面 を把 握 す る こ とが で き る の で あ る。
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